











「糸 へ んデザイナ ーの歩 み」
当学会 め会 員 で あ り,松 ケ崎 意 匠会 会 長 で あ り,丞 ら く鐘 紡 の デ ザ イ ンセ クシ ョ ンの 指
導 を され,ま た 関西 のデ ザ イ ン会 の先 駆 者 的 役割 を して こ られた上 田健 一 さん 演一 昨 年 夏,
「糸 へ ん デザ イナ ーの 歩 み」 とい う著 書 を出 され た。
それ は一 見,上 田 さ んの 自伝 風 に書 かれ て い るが,大 阪 の デザ イ ン史,も っ と大 げ さ に
い えば生 きてい る昭 和史 とも見 るこ とがで き,ま た見 方 を変 えれ ば企 業 内 の デザ イ ナー の
デザ イ ン哲 学 を学ぶ こ とも出 来 る。 こ の よ う な理 由 で本学 会 の会誌 に と りあ げ た次 第 で あ
るo
本著 に よ り上 田 さんの経 歴 の概 要 を紹 介 す る.。
上 田 さんは 大正 元 年(1912)大阪 市 北 区 天満 二 丁 目 に生 れ る。大 阪旧 市街 の真 中 に生 れ
た処 に、後 年 の デザ イ ン感 覚 との係 り合 い が 見 られ る。 大正14年(1925)大阪市 立 工 芸 学
校 図案 科 に入学 。学 校 は上 田 さん と相 前後 して 中村 真 ・早 川 良雄 な ど を輩 出 した名 門 校 で
あ る。次 いで昭 和5年 京都 高 等 主芸 学 校 図案 科 に入 学 。 こ こ で霜 鳥 先 生 に親 し く教 授 を う
け る。昭 和8年(1933)高 等 工 芸 を卒 業 す る と同 時 に鐘渕 紡 績株 式 会 社 に入 社 。 社 長津 田
信 吾 氏 に知遇 。1933年は世 界 的 に も デザ イ ンが一 つ の 頂点 を迎 え よ うと した時 期 で あ る。
世 は流 線 型 時代,機 能 は美 を決 す る とい う機 能 主 義 が蔓延 してい た。 この よ うな時 代 が 幸
い した か ど うか は定 か で は ない が,上 田 さん は実 に入 社後 三 年,弱 冠24才に して大 鐘紡 の
意匠 課 長 に任 ぜ られ る。 お まけ に その 翌年,昭 和12年(1937),10ケ月 に わ た りヨー ロ ッ
パ か らア メ リカ に かけ デザ イ ン事 情 の 視察 の 出張 を命 じ られて い る。 この処 遇 は 当 時 と し
て も破 天 荒 な こ とで あ った だ ろ うが,現 代 の私 た ち に とっ ては想 像 を絶 す る こ とが らで あ
る。 誠 に羨 や ま しい限 りで あ る。
が,上 田 さん は帰 国 した翌 年 。 昭 和14年(1939)応召 。 中 国 中 部,フ ィ リ ッ ピ ン,ス
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マ トラ,カ ー ニ コバ ル島 な ど に転 戦 。 昭 和21年復 員 す る。 陸 軍 大尉 で あ る。 上 田 さん は軍
隊 にあ っ て も,本 職 の軍 入 よ り,よ り立派 な軍 人 で あ った。
復 員後 、 直 ちに鐘 紡 に復 職 す るも何 故 か意 匠課 長 では な く平 の係 員 と して再 出発 しな け
れば な らな か った。 しか も戦時 中の無 理 がたたった か,病 を得 て床 に臥 す こ と とな る。 療 養
中 の会 社 の 見 舞 い が,合 理 化 の た めの退 職勧 告 で あ った。 大 そ う厳 しい時 代 の上 田 さんの
姿 を見 るこ と がで きる。
しか し不 死 鳥 の如 き上田 さん は 日本 経 済 の復 興 と シ ン クロナ イ ズ して,ま た デザ イ ン界
の 第一 線 に出 て 来 る。戦 後 未 だ 海外 渡 航 をす る人 が無 い頃,昭 和31年(1956)デザ イ ン視
察 の た め に ヨー ロ ッパ,ア メ リカへ 出張 。・上 田 さんの 海外 旅 行 は主 な もの で 三 回 あ る。 第
一 回 は昭 和12年、 その とき は船 と鉄 道 に よ る旅 行 。 第 二 回 目、 昭和31年は プ ロ ペ ラ機 に よ
る渡航 。 第3回 目 は昭和37年,そ の と きは ジェ ッ ト機 で あ った とい う。 帰 国後,図 案 課 長
に復 活。 昭和35年(1960)宣伝 副部 長 。 昭和37年(1962)第3回目 の渡 航 。 同年,鐘 紡 の
美術 室 長 兼 宣伝 部 長 とな る。 昭和40年(1965)鐘紡 か ら転 出,鐘 紡 の子 会社,ジ ャパ ンテ
キス タイルデザ イ ンサ ー ビス 株式 会 社 の 代 表取 締 役 に な り,昭 和50年(1975)には改 称 され
た ジ ヤパ ンデ ザ イ ンサ ー ビ ス株 式 会 社 の 社長 に就 任 。 懸命 に後進 の育 成 につ と め,ま た そ
の会 社 を企 業 的 に も健 全 な体 勢 にの せ る。昭 和55年(1980)ジャパ ンデ ザ イ ンサ ー ビ ス㈱
を退 職 。
以 上 は本著 の末 尾 に記 載 され た上 田 さん の年 譜 か ら抜粋 した もの で あ る。
戦 前 に既 に社 会で 活躍 し,途 中で 戦 争 に 出陣 し.戦 後 再 び社会 の第 一 戦 で活 躍 す る。 こ
れ が現 在 日本 の実 業 界 をは じめ社 会 の 第一 線 に位 置 す る人 々の 大方 の ラ イフパ ター ンで あ
る。 そ して,そ の入 々にみ る ことの 出来 う共 通 の 特 徴 は,そ の 人 々 が如何 な る環 境 に置 か
れ よ うと も一 切 不平 を言 わず,ξ れ こそ 『一 生 懸 命 』 の精 神 で そ の環 境 を自 己 の もの に し,
や が て その環 境 の第一 人 者 にな って し ま うの で あ る。 そ れ は優 等 生 の 進 む道 だ と言 って も
い い し,ま た オ ポチ ュ ニ ス トの歩 む道 だ と もい え る。
しか し,上 田 さんが それ らの 人 々 と異 な る点 が二 つ あ る。 その第 一 は,終 始 一 貫,デ ザ
イ ンを学 び,デ ザ イ ン界で 活躍 し,後 にデ ザ イ ンの 後進 を教 え導 い てい る こと で あ る。 こ
の上 田 さん の ライ フパ ター ンが本 著 を単 な る一 個 人 の伝 記 に終 らず,昭 和 初 期,戦 後 混乱
期,デ ザ イ ン隆盛期 に至 る 日本 のデ ザ イ ン昭 和 史 を も読 み と るこ と がで き る基 盤 と な って
い る。 第 二 の特 徴 は、上 田 さん が鐘 紡 を 『一 生 懸 命 の地 』 と して鐘 紡 一途 に奉 公 してい る
点 で あ る。 この こ と を上 田 さん 自身 大 層 ほ こ りと思 って い る。世 の デザ イナ ー に は,そ の
才 に任 かせ て 数 々の 会社 の デザ イ ンセ ク シ ョ ンを転 々 と し,そ の数 の多 き を誇 り,果 て は
独 立 して フ リー の デザ イナ ー にな る例 が 多 い。 上 田 さん の道 は異 な る。上 田 さ ん は 自己 の
一111一
立 場 をハ ウス デ ザ イ ナー と位 置 づ け て い る。
「デ ザ イナ ー は独 立 して営 業 す るフ リー デ ザ イ ナ ー と、企 業や 団体 に所属 す るハ ウ ス デ
ザ イナ ー に大 別 で きる。 両者 に は 自 ら就 業状 態 に相 違 が あ り,デ ザ イ ンの責任 とア ノニ マ
スの 関 係 に おい て,行 動 の基 準 に差 異 が あ る。 」 と上 田 さ ん は い う。 ま た,ハ ゥ ス デザ
イ ナ ーの厳 しさ につ い て上 田 さんは 次 の よ うに言 う。 「商 業 デザ イ ンに関 して,も の の大
小 を問 わず"カ ネボ ウ""Kanebo"の標 示 あ るデザ イ ンはす べ て鐘 紡 の 表徴 として,製 作 ま
た は商 品 化 す る以 前 に社 長 の承 認 を必 要 と した。(中 降)社 長 か らの 指示 力㍉ た と え難題
で あ っ て も,そ れ に積 極 的 に取 り組 み,速 や か に処 理 して,そ の結 果 を迅 速 に報 告 す る こ
とが承 認 を受 け る要 訣 で あ った 。(中 略)勤 務 デザ イナ ー に と って優 れた デ ザ イ ンと呼 ば
れ る もの に大体 三つ の種 類 が あ る と思 う。① トップ が好 み そ うなデ ザ イ ン。② 営 業 マ ンが
推 薦 す るデザ イ ン。 ③ デザ イ ン界 で評 価 さ れ そ うな デザ イ ンで あ る。 そ して① は デ ザ イ ン
の良 否 ま走は適,不 適 が問題 では な く,好 きとあ み の問 題 で あ る こ とが 多 い。② は 要 す る
に儲 か るデザ イ ンで,生 産 性 の効 率 、 コ ス トダウ ンな らび に市場性 を配 慮 した デ ザ イ ンで
あ る。 ③ は デザ イ ン界 で採 りあ げ られ るよ うな問題 作 を意 識 し,意 表 に 出 る こ と を狙 い つ
つ,専 門家 に対 して もPR効 果 を期 待 して い る と い う種 類 の 作 品 で あ る。
こ の三種 を独 立 して 考 え る こ とは適 当 で な い。 三 つ の性 格 と解 して,そ れ ぞ れ を どの よ
う なウエ イ トで ミ ックス させ,効 果 的 にデ ザ イ ン面 で演 出 し,表 現 して ゆ くか,デ ィ レク
ター の工 夫 を要 す る と ころで あ る。
しか し企 業 に とっ て,グ ッ トデ ザ イ ンとは 利潤 獲 得 に寄与 したデ ザ イ ンを指 し,最 も高
く評価 す る こ とは 間違 い な い。(中 略)企 業 努 力 を通 して,.産業経 済,生 活 文 化 向上 に寄
与 しよ う とす る基本 理 念 に基 づ いた デザ イ ンに対 して一 部 の人 達 に どの よ うに評価 され よ
うと も卑屈 に な らず,思 い上 らず,プ ロ と しての信 念 を ど こ まで も堅持 しな け れ ば,デ ザ
イ ンに携 わ る意 義 が ゆ れて くる。 」
「糸 へ ん デザ イナ ー の歩 み」 は本 文412頁 の大 著 で あ るが,上 田 さ んの 哲学 が,上 田 さ
ん 自 らの 言葉 で語 られ る.ことは殆 ん ど ない 。大 方 は上 田 さんの 行動 、 上 田 さん の 業績 を通
じて うか がい知 る だ けで あ る。 そ の極 く稀 な上 田 さん 自身 が語 る上 田 さ んの デ ザ イ ン哲 学
を こ こに読 む こ とが で きる。 こ こで,上 田 さん は良 か れ悪 しか れハ ウ ス デザ イナ ー の コ ン
セ プ トを明確 に して い る。 お そ ら く今 日の デザ イ ナ ー諸 君 や デザ イ ン を学 ぶ 学 生 諸 君 に と
っ て同意 出来 な い 点 が多 々 あ るで あろ う。 ハ ウス デザ イナ ー の 自律性 を何 処 に求 め るの か。
あ る いは,企 業性 にウエ イ トを お き,利 潤 追 求 を 目的 と した デ ザ イ ンが 果 して人 間 生 活 に
寄 与 で き得 るの で あろ うか,そ れ が本 当 に消 費 者 の ニ ー ズ に適 応 す るデ ザ イ ンなの か。 と
い うよ うな疑 問 が提 出 され るで あ ろ う。
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この 疑 問 に つ いて は,上 田 さ んは稿 を改 め て 語 っ て い る。「 『専 門 家 が誉 めた デ ザ イ ンよ
りも、 素 人 の商 人 が考 えた ものの 方 が よ く売 れ る』 な ど と聞 か され るこ と が時 々 ある。 こ
れ はデ ザ イ ナ ーは広 い視野 か ら,ま た過去 の経 験 と知識 か ら判 断 して,将 来 の 商 品 イ メ ー
ジ に方 向 づ け を して デザ イ ンを追求 す る こ とか ら くる もの と考 え られ る。 っ ま り目前 よ り
も一 歩 先 を予 測 して い る。 しか し企 業の 目標 は ま ず利 益 の追 求 に ある。 利 益 の な い と こ ろ
に企 業 は存 在 しな い故,結 果 的 に売 上 の伸 び に寄 与 した デ ザ イ ンが 評価 され るこ とに な る。
た ・",儲か る なれ ば どん な デザ イ ンで も よい とす る な らば,社 会秩 序 の 上 に も問題 が生 じ
て く る。優 れた デザ イ ン と売 れ筋 デザ イ ン との相 関 性 につ いて は ,デ ザ イ ン と営 業 マ ン と
の相 互 協 調,つ ま りマ ー ケ ッテ ィ ング とデ ザ イ ンとの 調和 が企 業進 展 の 要 訣 で あ る。
デ ザ イ ン は消 費 者 の指 向 に対応 して,総 合 的 に企 業 の利 潤 と信 用 の充 実 を図 っ てゆ く。
その戦 術 に創 造性 が生 か されて こそ デザ イ ンの意 義 と評価 が存在 す る。 そ して こ れ か らの
デ ザ イ ナー は原 価 意 識,製 作 の能 率,効 果 の向 上 に無 関 心 で あっ て は,そ の職 能 は充 分 に
発揮 で き な い こと を 自覚 せ ねば な らな い。」と。
凡 そ世 間 に膾 炙 され て い るデザ イ ン論 は学 者 や 評 論家,あ るい は フ リー デザ イナ ー の筆
に依 る もの が大 方 で,上 田 さんの よ うなハ ウ スデ ザ イ ナ ーの 立場 で書 か れ た もの は稀 有 で
あ る。 デ ザ イ ンを コ ンセプ トと して把 握 す る と きで も,こ の よ うな立場 も あ る こ と を教 え
られ る次 第 で あ る。願 わ くば,上 田 さん が上 田 さ んの言 葉 で もっ と 多 くハ ウ ス デザ イ ン に
つ し♪て語 っ て欲 しい の で あ る。
つ ぎに,こ の 著 書 は戦 前 の昭 和初 期,終 戦 後 の混 乱 期,昭 和30年代 の デザ イ ン勃 興 期,
昭 和45年,万 国 博 覧会 の 日本 開催 を機 に した デ ザ イ ンの 隆盛 期 。 この デザ イ ン界 の 変遷 を
上 田 さん は実 に刻 明 に記録 して い る。 それ は,ひ とえ に上 田 さん の 几帳 面 さの賜 物 で あ る
が,上 田 さん 自身 が その時 代 時 代 を代 表 す る よ うな作 品 を世 に問 うて い る か らで あ る。 昭
和8年(1933)大 阪大 手 前 の国 民会 館 の緞 帳 。昭 和23年(1948)貿易美 術展 応 募 の カ ネボ
ウの ポ ス タ ー。 昭和25年(1950)西宮 北 口 で 開 か れ た アメ リカ博 の ポ ス ター 。昭 和28年
(1953)テキ ス タイ ル トレー ドフ ェァの ポ ス ター。 昭 和33年(1958)大阪 国際 見本 市 ボ ス タ
ー。 これ らはい つ れ も戦後 の混 乱期,あ るい は デザ イ ンの勃 興期 に華 々 し く登 場 し,暗 い
世相 に一 条 の光 を与 えた もので あ っ た。
この よ うに上 田 さんの歩 んで 来 た道 が,即 日本 の デ ザ イ ン昭和 史 で あ る とい うこ と がで
き る。
更 に上 田 さん は 日本 宣伝 美術 協 会(日 宣 美),綜 合 デザ イナ ー協 会(DAS),日 本 デ
ィス プ レイデ ザ イ ナー協 会(DDA),の設 立 に も尽 力 され て お り,そ の意 味 で デザ イ ン業 界
の歴 史 も見 る こ とがで きる。
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この よ うにみ る と,大 阪北 区天満 二 丁 目 に大 正 元 年(1912)に生 れ た上 田健 一 とい う一
入 の男 が歩 ん で きた足 跡 を記述 した 「糸へ ん デザ イナ ーの 歩 み」 とい う本 著 は,単 な る個
人の 自伝 で もな く,ま たハ ウ ス デザ イナ ー の記録 に とど ま らず,そ れ は先 に も言 っ た とお
り,日 本 の昭 和 デ ザ イ ン史 で あ り,も っ と大 げ さ に言 えば 生 きた昭 和史 とも言 い 得 るの で
あ る。
私 は不幸 に して 上 田 さ ん と親 し くお 話 し を した こ とが な い。従 って本 著 か ら しか 上 田 さ
ん の こ と を知 る こ とは で きず,上 田 さん の哲 学,上 田 さんの 人間 像 も本 著 か ら形 造 らね ば
な らな かっ た。 だ か ら,上 田 さん 自身 は勿 論,上 田 さん と親 しい方 々 に とつて は 物 足 りな
い点 や 不満 足 な と ころ も多 々 あ ろ うか と思 うが,上 述 の よ うな事 情 の た め とお許 しをお願
い す る次 第 で あ り ます。
(中 西 徹)
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